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日
本
列
島
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
豪
雨
・
台
風
・
高
潮
・
地
震
（
津
波
）・
火
山
噴

火
・
土
石
流
に
よ
る
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
。
次
の
よ
う
に
、
明
治
期
～
平
成
期

ま
で
の
１
５
０
年
間
に
わ
た
る
水
害
を
追
求
し
、
そ
の
減
災
に
つ
い
て
文
献
を
通
じ
て

考
え
て
み
る
。

１
．
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
～
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
の
水
害

　

明
治
22
年
７
月
、
筑
後
川
流
域
は
梅
雨
前
線
で
大
水
害
が
発
生
。
久
留
米
市
の
農

民
た
ち
は
、
筑
後
川
を
遡
り
大
分
県
九
重
町
千
町
無
田
へ
移
住
。
古
賀
勝
著
『
大
河

を
遡
る
─
九
重
高
原
開
拓
史
』（
西
日
本
新
聞
社
・
平
成
12
年
）。

　

明
治
22
年
８
月
に
奈
良
県
十
津
川
大
水
害
で
、
被
災
者
は
北
海
道
へ
苦
難
の
移
住
。

蒲
田
文
雄
・
小
林
芳
正
著
『
十
津
川
水
害
と
北
海
道
移
住
』（
古
今
書
院
・
２
０
０
６
）。

川
村
た
か
し
著
『
十
津
川
出
国
記
』（
北
海
道
新
聞
社
・
１
９
８
７
）。

　

岐
阜
縣
岐
阜
測
候
所
編
・
発
行
『
岐
阜
縣
水
害
要
録
』（
大
正
14
年
）
で
は
、
徳
川
期

～
大
正
13
年
に
至
る
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
な
ど
の
最
高
水
位
な
ど
を
記
録
。

明
治
29
年
大
洪
水
１
０
０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
編
・
発
行
『
明
治
二
十
九
年
岐
阜
県

水
災
誌
─
大
垣
町
・
安
八
郡
』（
平
成
８
年
）。

　

明
治
43
年
８
月
の
大
雨
で
利
根
川
の
堤
防
が
至
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
た
。
東
京
な

ど
死
者
１
２
３
１
人
。
岡
崎
柾
男
編
著
『
古
老
が
語
る
明
治
43
年
の
下
町
の
大
水
害
』

（
下
町
タ
イ
ム
ス
社
・
平
成
７
年
）。
日
本
河
川
開
発
調
査
会
編
『
明
治
43
年
水
害
調
査
報

告
書
』（
草
加
市
・
昭
和
63
年
）。

　

大
正
８
年
７
月
５
日
霖
雨
に
よ
り
芦
田
川
が
氾
濫
し
た
。
濱
本
鶴
實
編
『
福
山
水
害

誌
』（
福
山
水
害
誌
刊
行
会
・
昭
和
９
年
）。

　

大
正
10
年
６
月
17
日
、
梅
雨
前
線
の
大
雨
で
矢
部
川
と
そ
の
支
川
・
星
野
川
の
堤

防
が
決
壊
。
福
岡
県
八
女
郡
役
所
編
・
発
行
『
大
正
十
年
水
害
誌
』（
大
正
14
年
）。
筑
後

川
で
も
同
時
期
に
大
水
害
が
起
こ
る
。

　

大
正
15
年
７
月
、
新
潟
県
栃
尾
市
で
は
、
大
雨
で
刈
谷
田
川
が
氾
濫
。
死
者
・
行

方
不
明
者
87
人
。
大
竹
末
吉
編
『
栃
尾
郷
大
水
害
誌　

全
』（
栃
尾
郷
大
水
害
誌
発
行
所
・

昭
和
３
年
）。

　

昭
和
７
年
８
月
岐
阜
県
中
津
町
四
ツ
目
川
の
山
津
波
の
大
災
害
。
中
津
市
編
・
発

行
『
中
津
町
ノ
水
害
ト
復
興
誌
』（
昭
和
52
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

昭
和
９
年
７
月
10
日
～
11
日
、
梅
雨
前
線
で
石
川
県
下
に
記
録
的
な
豪
雨
。
手
取

川
な
ど
氾
濫
。
死
者
・
行
方
不
明
者
９
３
２
人
。
石
川
県
川
北
町
編
・
発
行
『
手
取
川

大
水
害
復
興
50
年
誌
』（
昭
和
59
年
）。

　

昭
和
９
年
９
月
、
室
戸
台
風
が
襲
う
。
百
間
川
研
究
会
編
『
百
間
川
沿
川
に
お
け

る
昭
和
９
年
９
月
室
戸
台
風
災
害
の
記
録
』（
岡
山
河
川
事
務
所
・
平
成
19
年
）。
小
林
健
二

編
『
岡
山
風
水
害
史
』（
中
國
聯
盟
出
版
部
・
昭
和
９
年
）。
大
阪
府
編
・
発
行
『
大
阪
府
風

水
害
誌
』（
昭
和
11
年
）。

　

昭
和
10
年
６
月
、
近
畿
地
方
を
襲
っ
た
大
雨
で
鴨
川
が
氾
濫
、
死
者
80
余
名
。
京

都
市
役
所
編
・
発
行
『
京
都
市
水
害
誌
』（
昭
和
11
年
）。

　

昭
和
13
年
７
月
の
豪
雨
は
神
戸
市
を
中
心
に
阪
神
間
、
淡
路
地
方
な
ど
に
未
曾
有

の
大
水
害
を
及
ぼ
し
た
。
兵
庫
縣
救
済
協
会
編
・
発
行
『
昭
和
十
三
年
兵
庫
縣
水
害

誌
』（
昭
和
15
年
）。

　

昭
和
16
年
７
月
の
水
害
で
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
の
玉
川
で
は
、
小
野
地
区
な
ど
堤

防
８
カ
所
が
決
壊
。
死
者
８
人
。
小
瀬
村
初
男
著
・
発
行
『
玉
川
河
川
水
害
史
』（
平
成

元
年
）。

２
．
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
～
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
の
水
害

　

戦
後
水
害
の
主
な
要
因
と
し
て
、
国
土
の
荒
廃
、
都
市
の
乱
開
発
、
異
常
豪
雨
の

三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

昭
和
20
年
８
月
６
日
広
島
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
15
日
よ
う
や
く
日
中
・
太
平

洋
戦
争
が
終
わ
る
。
９
月
17
日
枕
崎
台
風
が
広
島
を
襲
う
。
西
日
本
で
は
死
者
・
行

方
不
明
者
３
７
５
６
人
。
広
島
の
核
と
水
害
の
悲
惨
さ
を
追
っ
た
柳
田
邦
男
著
『
空
白

の
天
気
図
』（
文
春
文
庫
・
２
０
１
１
）
を
読
む
と
胸
が
痛
む
。

　

昭
和
22
年
９
月
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
は
赤
城
山
な
ど
に
山
津
波
、
土
砂
流
を
起
こ
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日
本
の
水
害
と

　

そ
の
減
災
を
考
え
る
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し
利
根
川
、
荒
川
な
ど
を
破
堤
さ
せ
東
京
な
ど
が
被
災
す
る
。
関
東
以
北
に
死
者
・

行
方
不
明
者
１
９
３
０
人
。
日
本
学
術
振
興
会
編
『
カ
ス
リ
ン
颱
風
の
研
究
』（
群
馬

県
・
１
９
５
０
）、
茨
城
新
聞
社
他
編
・
発
行
『
報
道
写
真
集
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
』（
１
９

９
７
）、
高
橋
哲
郎
著
『
洪
水
、
天
ニ
漫
ツ
』（
講
談
社
・
１
９
９
７
）。

　

昭
和
23
年
９
月
、
ア
イ
オ
ン
台
風
が
関
東
、
奥
羽
地
方
に
来
襲
し
、
死
者
・
行
方

不
明
者
８
３
８
人
。
関
東
地
方
建
設
局
編
編
・
発
行
『
ア
イ
オ
ン
台
風
洪
水
報
告
書
』

（
１
９
４
８
）、
鈴
木
軍
之
進
著
『
一
関
市
水
害
復
興
物
語
』（
１
９
５
８
）、
高
崎
哲
郎
著

『
沈
深
、
牛
の
如
し
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
・
１
９
９
５
）。

　

昭
和
26
年
７
月
、
京
都
市
内
が
豪
雨
と
な
り
鴨
川
、
桂
川
な
ど
氾
濫
し
、
死
者
10

人
。
京
都
市
編
・
発
行
『
京
都
市
七
月
水
害
史
』（
昭
和
26
年
）。

　

昭
和
28
年
６
月
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
九
州
北
部
豪
雨
は
、
遠
賀
川
、
筑
後
川
、
白

川
な
ど
を
破
堤
さ
せ
る
。
死
者
７
４
８
人
・
行
方
不
明
者
２
６
５
人
。
土
木
学
会
西
部

支
部
編
・
発
行
『
昭
和
28
年
西
日
本
水
害
調
査
報
告
書
』（
１
９
５
７
）。
福
岡
縣
編
・
発

行
『
昭
和
二
十
八
年
六
月
福
岡
縣
水
害
誌
』（
１
９
５
４
）。
八
幡
市
編
・
発
行
『
昭
和
二

十
八
年
八
幡
水
害
誌
』（
１
９
５
５
）。
八
女
郡
町
村
長
会
編
・
発
行
『
昭
和
二
十
八
年
八

女
郡
水
害
誌
』（
１
９
５
４
）。
池
田
範
六
編
『
日
田
水
害
誌
』（
日
田
時
報
社
・
１
９
５
５
）。

一
方
、
白
川
に
つ
い
て
、
熊
本
日
日
新
聞
社
編
・
発
行
『
熊
本
県
大
水
害
写
真
集
』（
１

９
５
３
）、
同
編
・
発
行
『
６
・
26
白
川
水
害
50
年
』（
２
０
０
３
）。
熊
本
工
事
事
務
所

編
・
発
行
『
濁
流
の
中
か
ら　

昭
和
28
年
６
月
26
日
白
川
大
水
害
体
験
記
』（
１
９
９
５
）。

　

昭
和
28
年
７
月
18
日
、
南
紀
豪
雨
で
死
者
・
行
方
不
明
者
７
３
０
人
を
出
す
。
藤
田

崇
・
諏
訪
浩
編
『
昭
和
二
八
年
有
田
川
水
害
』（
古
今
書
院
・
２
０
０
６
）。
和
歌
山
県

編
・
発
行
『
７
・
18
水
害
写
真
集
（
有
田
川
上
流
域
）』（
１
９
９
２
）。
和
歌
山
県
花
園
村

編
・
発
行
『
水
害
記
録
誌
』（
１
９
８
２
）。

　

昭
和
28
年
８
月
14
日
、
京
都
府
南
部
な
ど
で
は
雷
を
伴
う
大
雨
と
な
る
。
こ
の
南

山
城
水
害
で
は
、
木
津
川
が
氾
濫
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
４
２
９
人
。
近
畿
地
区
各

大
学
連
合
水
害
科
学
調
査
団
編
・
発
行
『
南
山
城
の
水
害
』（
１
９
５
４
）。
井
手
町
史
編

集
委
員
会
編
『
南
山
城
水
害
誌
』（
井
手
町
・
昭
和
58
年
）。

　

昭
和
29
年
9
月
、
北
海
道
渡
島
地
方
を
襲
っ
た
洞
爺
丸
台
風
で
青
函
連
絡
船
洞
爺

丸
が
沈
没
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
１
１
５
５
人
。
上
前
淳
一
郎
著
『
洞
爺
丸
は
な
ぜ

沈
ん
だ
か
』（
文
藝
春
秋
・
１
９
８
０
）。
田
中
正
吾
著
『
青
函
連
絡
船　

洞
爺
丸
転
覆
の

謎
』（
成
山
堂
・
１
９
８
０
）。

　

昭
和
30
年
７
月
３
～
４
日
、
北
海
道
新
冠
町
、
静
内
町
な
ど
未
曾
有
の
豪
雨
が
襲
い
、

新
冠
川
、
静
内
川
な
ど
が
氾
濫
、
死
者
27
人
。
新
冠
町
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
あ

の
日　

あ
の
時
・
・
昭
和
30
年
大
水
害
を
ふ
り
か
え
る
』（
２
０
０
５
）。

　

昭
和
32
年
７
月
25
日
、
長
崎
諫
早
地
方
に
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
で
本
明
川
大

氾
濫
。
死
者
・
行
方
不
明
者
５
３
９
人
。
諫
早
市
教
育
委
員
会
編
『
諫
早
水
害
誌
』（
諫

早
市
・
昭
和
38
年
）。
諫
早
市
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
諫
早
水
害
─
水
害
か
ら
復
興
ま

で
』（
昭
和
38
年
）。

　

昭
和
33
年
９
月
27
日
、
伊
豆
半
島
の
狩
野
川
流
域
に
狩
野
川
台
風
に
よ
る
大
雨
を

降
ら
す
。
死
者
１
２
６
９
人
。
田
方
郡
教
育
研
究
会
編
『
狩
野
川
台
風
─
子
ど
も
た
ち

の
記
録
』（
静
岡
教
育
出
版
社
・
昭
和
34
年
）。
神
戸
淳
吉
著
『
台
風
が
や
っ
て
き
た
』（
偕

成
社
・
１
９
８
６
）。
昭
和
40
年
、
狩
野
川
放
水
路
完
成
。

　

昭
和
34
年
８
月
14
日
台
風
７
号
、
９
月
26
日
台
風
15
号
（
伊
勢
湾
台
風
）
に
よ
っ
て
、

山
梨
県
下
は
大
災
害
を
被
っ
た
。
死
者
１
０
０
余
名
。
山
梨
県
編
・
発
行
『
昭
和
三
十

四
年
災
害
誌
』（
昭
和
37
年
）。

　

昭
和
34
年
９
月
26
～
27
日
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
東
海
地
方
に
時
間
雨
量
40
㎜
～
70

㎜
の
豪
雨
を
も
た
ら
し
、
木
曾
川
な
ど
の
増
水
と
高
潮
が
重
な
り
、
河
口
海
岸
付
近

の
堤
防
が
決
壊
。
死
者
・
行
方
不
明
者
５
０
９
８
人
。
三
輪
和
雄
著
『
海
吠
え
る　

伊

勢
湾
台
風
が
襲
っ
た
日
』（
文
藝
春
秋
・
昭
和
57
年
）。
神
吉
晴
夫
編
『
台
風
の
子
─
伊
勢

湾
周
辺
の
記
録
』（
光
文
社
・
昭
和
35
年
）。
名
古
屋
市
立
学
校
災
害
救
援
対
策
本
部
編
・

発
行
『
伊
勢
湾
台
風　

こ
ど
も
と
教
師
の
記
録
』（
昭
和
35
年
）。
建
設
省
編
・
発
行
『
伊

勢
湾
台
風
災
害
誌
』（
昭
和
37
年
）。
名
古
屋
市
編
・
発
行
『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』（
昭

和
36
年
）。
伊
藤
安
男
著
『
台
風
と
高
潮
災
害
─
伊
勢
湾
台
風
』（
古
今
書
院
・
２
０
０
９
）。

伊
藤
重
信
編
著
『
輪
中
と
高
潮
─
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』（
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
・
昭

和
57
年
）。
中
日
新
聞
社
編
・
発
行
『
忘
れ
な
い　

伊
勢
湾
台
風
50
年
』（
２
０
０
９
）。

　

昭
和
36
年
６
月
27
日
、
大
量
の
雨
と
土
砂
が
伊
奈
谷
を
破
壊
。
死
者
・
行
方
不
明

者
１
３
６
人
。
中
部
建
設
協
会
編
・
発
行
『
想
い
お
こ
す　

三
六
災
害
─
三
六
災
害
か

ら
50
年
』（
平
成
23
年
）。
昭
和
36
年
災
害
20
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
編
・
発
行
『
語

り
継
ぐ
災
害
の
記
録
─
伊
奈
谷
災
害
記
念
特
集
号
』（
昭
和
56
年
）。

３
．
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
～
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）
の
水
害

　

昭
和
42
年
８
月
28
日
、
山
形
県
南
部
、
新
潟
県
北
部
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ
っ

て
、
荒
川
、
横
川
流
域
は
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
死
者
１
４
６
人
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
資
料
）。

山
形
県
小
国
町
編
・
発
行
『
お
お
み
ず　

羽
越
水
害
の
記
録
』（
昭
和
45
年
）。
新
潟
県
荒

川
町
編
・
発
行
『
洪
水
魔
荒
川　

８
・
28
羽
越
水
害
の
記
録
』（
昭
和
43
年
）。
新
潟
県
関

川
村
編
・
発
行
『
8
・
28
水
害
の
関
川
』（
１
９
６
８
）。
新
潟
県
神
林
村
編
・
発
行
『
水

と
泥
と
人
間
と
』（
昭
和
44
年
）、
新
潟
県
黒
川
村
編
・
発
行
『
8
・
28
水
害
の
記
録
』（
昭

和
43
年
）。

　

昭
和
47
年
７
月
12
～
13
日
、
西
三
河
一
帯
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
で
、
愛
知
県
小
原

村
は
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
32
人
。
小
原
村
編
・
発
行
『
災

害
の
記
録
─
昭
和
47
・
７
豪
雨
』（
昭
和
48
年
）。

　

昭
和
49
年
７
月
７
～
８
日
、
台
風
８
号
の
影
響
で
静
岡
市
な
ど
に
豪
雨
を
も
た
ら
し
、

巴
川
、
丸
子
川
が
氾
濫
。
死
者
・
行
方
不
明
者
41
人
。
平
成
11
年
、
巴
川
か
ら
分
水

す
る
大
谷
川
放
水
路
が
完
成
。「
あ
ば
れ
水
」
編
集
委
員
編
『
あ
ば
れ
水　

七
夕
豪
雨

の
体
験
記
録
』（
文
化
洞
・
昭
和
50
年
）。
昭
和
設
計
（
株
）
編
『
巴
川
流
域
七
夕
豪
雨
二

十
年
誌
』（
静
岡
土
木
事
務
所
・
平
成
６
年
）。

　

昭
和
49
年
９
月
、
台
風
16
号
に
よ
り
多
摩
川
が
決
壊
。
狛
江
市
編
・
発
行
『
多
摩

川
堤
防
決
壊
記
録
』（
昭
和
50
年
）。
関
東
建
設
弘
済
会
編
・
発
行
『
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）

台
風
16
号
に
よ
る
多
摩
川
狛
江
市
猪
方
地
先
災
害
復
旧
記
録
』（
２
０
０
７
年
）。
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昭
和
51
年
９
月
８
～
13
日
、
台
風
17
号
の
影
響
で
、
揖
保
川
、
円
山
川
な
ど
が
氾

濫
。
死
者
・
行
方
不
明
者
19
人
。
兵
庫
県
土
木
部
編
・
発
行
『
昭
和
51
年
17
号
台
風

災
害
誌
』（
昭
和
53
年
）。

　

昭
和
51
年
９
月
12
日
、
長
雨
増
水
で
長
良
川
が
決
壊
、
岐
阜
県
安
八
町
は
泥
海
と

な
っ
た
。
死
者
１
人
、
羅
災
者
９
５
３
４
人
。
安
八
町
編
・
発
行
『
１
９
７
６
─
９
・

12
豪
雨
災
害
誌
』（
昭
和
61
年
）。

　

昭
和
57
年
７
月
23
日
の
集
中
豪
雨
は
、
坂
道
の
多
い
長
崎
市
を
襲
う
。
時
間
雨
量

１
８
７
㎜
、
３
時
間
雨
量
３
１
５
㎜
に
達
し
、
中
島
川
、
八
郎
川
な
ど
が
氾
濫
。
死

者
・
行
方
不
明
者
２
９
９
人
。
河
口
栄
二
著
『
濁
流
─
雨
に
消
え
た
２
９
９
人
』（
講
談

社
・
１
９
８
５
）。
長
崎
県
編
・
発
行
『
７
・
23
長
崎
大
水
害
の
記
録
』（
昭
和
59
年
）。
高

橋
和
雄
著
『
豪
雨
と
斜
面
都
市
─
１
９
８
２
長
崎
豪
雨
災
害
』（
古
今
書
院
・
２
０
０
８
）。

　

昭
和
58
年
７
月
20
～
23
日
、
島
根
県
西
部
を
中
心
に
梅
雨
前
線
に
よ
り
時
間
雨
量

93
㎜
、
日
雨
量
４
３
６
㎜
の
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
し
、
益
田
市
大
災
害
と
な
っ
た
。
死

者
32
人
。
益
田
市
編
・
発
行
『
昭
和
58
年
７
月
豪
雨
災
害
の
記
録
』（
平
成
元
年
）。

　

昭
和
58
年
９
月
28
日
、
台
風
10
号
の
影
響
で
木
曾
川
の
洪
水
に
よ
り
、
岐
阜
県
美

濃
加
茂
市
の
中
心
に
隣
接
す
る
可
児
市
、
坂
祝
町
、
八
百
津
町
も
大
き
な
災
害
を
受

け
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
５
人
。
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
編
・
発
行
『
９
月
28

日
を
忘
れ
な
い
』（
平
成
26
年
）。

　

昭
和
61
年
８
月
４
～
５
日
、
台
風
10
号
の
影
響
で
宮
城
県
吉
田
川
が
越
水
し
破
堤
し

た
。
宮
城
県
内
死
者
５
人
。
北
上
川
下
流
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
吉
田
川
洪
水
写

真
集
』（
昭
和
61
年
）。

　

昭
和
61
年
８
月
６
日
、
台
風
10
号
で
小
貝
川
が
破
堤
。
下
館
工
事
事
務
所
編
・
発

行
『
小
貝
川
の
洪
水
─
昭
和
61
年
８
月
台
風
10
号
洪
水
写
真
集
』（
昭
和
62
年
）。
遊
水
地

が
で
き
る
。
関
東
地
方
建
設
局
編
・
発
行
『
昭
和
61
年
８
月
洪
水　

水
害
』（
昭
和
62
年
）。

茨
城
県
明
野
町
編
・
発
行
『
昭
和
61
年
８
月
洪
水　

水
害
』（
昭
和
62
年
）。

　

昭
和
62
年
８
月
16
～
17
日
、
岩
手
県
山
間
部
で
は
２
０
０
㎜
以
上
の
大
雨
が
降
り
、

北
上
川
流
域
に
お
け
る
一
関
市
、
平
泉
町
な
ど
が
被
害
を
受
け
た
。
岩
手
工
事
事
務

所
編
・
発
行
『
北
上
川
上
流
62
・
８ 

洪
水
写
真
集
』（
昭
和
62
年
）。

　

昭
和
63
年
７
月
21
日
午
前
３
時
、
広
島
県
加
計
町
、
浜
田
市
で
は
雨
が
滝
の
よ
う

に
落
ち
て
き
た
。
中
国
新
聞
社
編
・
発
行
『
集
中
豪
雨
を
追
う
』（
渓
水
社
・
平
成
元
年
）。

４
．
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
～
平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
の
水
害

　

平
成
元
年
８
月
５
～
７
日
、
台
風
13
号
が
福
島
市
、
原
町
、
飯
館
村
、
浪
江
町
を
襲

っ
た
。
福
島
県
原
町
建
設
事
務
所
編
・
発
行
『
平
成
元
年
台
風
来
た
る
』（
平
成
２
年
）。

　

平
成
２
年
７
月
１
～
２
日
、
台
風
６
号
は
六
角
川
上
流
で
時
間
雨
量
70
㎜
に
達
し
、

９
カ
所
で
破
堤
。
武
雄
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
六
角
川
平
成
２
年
７
月
出
水
記
録
』

（
平
成
５
年
）。
一
方
、
松
浦
川
も
被
害
を
受
け
る
。
同
編
・
発
行
『
松
浦
川
平
成
２
年

７
月
２
日
出
水
記
録
』（
平
成
４
年
）。

　

平
成
２
年
７
月
２
日
、
阿
蘇
山
の
高
岳
を
中
心
に
降
水
量
３
３
８
・
５
㎜
、
最
大
時

間
雨
量
58
㎜
に
及
ぶ
。
阿
蘇
盆
地
に
山
崩
れ
が
起
こ
り
大
災
害
と
な
る
。
死
者
11
人
。

一
の
宮
町
編
・
発
行
『
一
の
宮
町
大
水
害
の
記
録
』（
平
成
７
年
）。

　

平
成
２
年
９
月
17
～
18
日
、
台
風
19
号
が
近
畿
地
方
を
襲
い
、
豊
岡
市
で
は
総
雨

量
４
０
０
㎜
に
達
し
、
新
宮
川
、
揖
保
川
、
由
良
川
な
ど
が
氾
濫
し
た
。
近
畿
地
方
建

設
局
編
・
発
行
『
平
成
２
年
台
風
19
号
出
水
記
録
』（
平
成
３
年
）。

　

平
成
３
年
６
月
、
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
。
火
砕
流
で
43
人
亡
く
な
る
。

　

平
成
５
年
の
夏
、
鹿
児
島
で
は
集
中
豪
雨
、
台
風
に
よ
っ
て
山
が
崩
れ
、
人
は
土

砂
に
埋
ま
り
海
の
な
か
に
流
さ
れ
た
。
死
者
１
２
２
人
。
南
日
本
新
聞
社
編
・
発
行

『
報
道
写
真
集
'93
夏
鹿
児
島
風
水
害
』（
平
成
５
年
）。

　

平
成
５
年
７
月
、
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
２
３
１
人
亡
く
な
る
。

　

平
成
６
年
９
月
22
～
23
日
に
仙
台
都
市
圏
の
東
部
低
平
地
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は

被
害
額
２
４
６
億
円
。
宮
城
県
土
木
部
編
・
発
行
『
9
・
22
集
中
豪
雨
水
害
記
録
写
真

集　

水
害
』（
平
成
７
年
）。

　

平
成
７
年
１
月
17
日
、
阪
神
・
淡
路
大
地
震
で
６
４
３
７
人
が
亡
く
な
る

　

平
成
７
年
７
月
11
日
、
豪
雨
は
関
川
や
姫
川
に
降
り
つ
づ
き
、
24
時
間
雨
量
１
８
０

㎜
以
上
と
な
り
、
流
域
に
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
新
潟
日
報
事
業
社
編
・
発
行

『
７
・
11
水
害
』（
平
成
７
年
）。

　

平
成
９
年
７
月
10
日
深
夜
、
大
雨
の
影
響
で
鹿
児
島
県
出
水
市
針
原
川
に
て
土
石

流
災
害
が
発
生
し
、
死
者
21
人
。
針
原
川
土
石
流
災
害
記
録
誌
編
集
委
員
会
編
・
発

行
『
針
原
川
土
石
流
災
害
記
録
誌
』（
平
成
13
年
）。

　

平
成
９
年
９
月
16
日
、
台
風
19
号
に
よ
り
宮
崎
県
北
川
町
に
大
洪
水
が
起
こ
っ
た
。

死
者
１
人
、
町
の
総
世
帯
数
の
４
割
以
上
が
被
災
。
宮
崎
県
北
川
町
編
・
発
行
『
台

風
19
号
大
水
害
』（
平
成
10
年
）。

　

平
成
10
年
９
月
25
日
、
高
知
市
集
中
豪
雨
で
市
内
は
泥
海
と
な
る
。
高
知
新
聞
社

編
・
発
行
『
'98
高
知
大
水
害
の
記
録　

豪
雨
パ
ニ
ッ
ク
』（
平
成
10
年
）。

　

平
成
10
年
８
月
27
日
、
福
島
県
西
郷
村
に
集
中
豪
雨
、
至
る
と
こ
ろ
で
が
け
崩
れ
、

河
川
が
氾
濫
。
死
者
７
人
。
福
島
県
西
郷
村
編
・
発
行
『
西
郷
村
災
害
誌
』（
平
成
13
年
）。

　

平
成
11
年
６
月
、
広
島
土
砂
災
害
32
人
死
者
。
土
砂
災
害
防
止
法
制
定
の
契
機
と

な
る
。

　

平
成
12
年
９
月
11
～
12
日
、
秋
雨
前
線
に
よ
り
名
古
屋
市
な
ど
を
中
心
に
東
海
集

中
豪
雨
。
死
者
10
人
。
都
市
機
能
が
一
時
麻
痺
。
中
部
建
設
協
会
編
・
発
行
『
忘
れ

な
い
、
東
海
豪
雨
─
東
海
豪
雨
か
ら
10
年
』（
平
成
22
年
）。
豊
田
市
矢
作
川
研
究
所
編
・

発
行
『
東
海
豪
雨
─
矢
作
川
流
域
・
記
憶
と
記
録
』（
平
成
14
年
）。

　

平
成
13
年
９
月
６
日
、
高
知
県
南
部
豪
雨
が
襲
っ
た
。
宿
毛
市
の
福
良
川
、
大
月

町
の
才
角
川
な
ど
が
氾
濫
。
四
国
地
方
建
設
局
編
・
発
行
『
高
知
県
西
南
部
豪
雨
災

害
体
験
集　

救
っ
た
の
は
人
の
つ
な
が
り
』（
平
成
14
年
）。

　

平
成
15
年
７
月
20
日
、
熊
本
県
水
俣
市
で
大
雨
に
よ
り
宝
川
内
集
地
区
と
深
川
新

屋
敷
地
区
で
土
石
流
が
起
こ
る
。
死
者
19
人
。
熊
本
市
水
俣
市
編
・
発
行
『
平
成
15

年
水
俣
土
石
流
災
害
記
録
誌
─
災
害
の
教
訓
を
伝
え
る
た
め
に
』（
平
成
20
年
）。

　

平
成
15
年
８
月
９
～
10
日
、
台
風
10
号
が
北
海
道
新
冠
町
に
大
雨
を
降
ら
し
、
厚



日本の水害とその減災を考える29

別
川
流
域
で
は
山
腹
崩
壊
が
起
こ
る
。
新
冠
町
編
・
発
行
『
平
成
15
年
発
生
（
２
０
０

３
年
） 
台
風
10
号
災
害
記
録
書
』（
平
成
20
年
）。

　

平
成
15
年
９
月
10
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
台
風
14
号
が
宮
古
島
地
方
を
襲
っ
た
。

死
者
１
人
。
沖
縄
県
宮
古
島
支
所
編
・
発
行
『
平
成
15
年
台
風
14
号
災
害
記
録
誌
』（
平

成
17
年
）。

５
．
平
成
16
年
（
２
０
０
４
）
～
平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
の
水
害

　

平
成
16
年
７
月
13
日
、
豪
雨
で
新
潟
県
を
流
れ
る
刈
谷
田
川
・
五
十
嵐
川
の
堤
防

が
決
壊
。
長
岡
・
三
条
・
見
附
・
栃
尾
・
中
ノ
島
な
ど
が
水
没
、
８
月
18
日
現
在
死

者
15
人
。
新
潟
日
報
新
聞
社
編
・
発
行
『
特
別
報
道
写
真
集
７
・
13
水
害
』（
平
成
16
年
）。

新
潟
県
行
政
書
士
会
編
・
発
行
『
７
・
13
水
害
記
録　

無
料
相
談
Ｑ
＆
Ａ
』（
平
成
17
年
）。

　

香
川
県
で
は
平
成
16
年
８
月
17
日
、
台
風
15
号
に
よ
る
土
石
流
で
死
者
５
人
。
８
月

30
～
31
日
の
台
風
16
号
で
死
者
３
人
。
さ
ら
に
９
月
29
日
の
台
風
21
号
、
10
月
20
日

台
風
23
号
に
て
死
者
・
行
方
不
明
者
11
人
。
香
川
大
学
平
成
16
年
台
風
災
害
調
査
団

編
・
発
行
『
香
川
大
学
平
成
16
年
台
風
災
害
調
査
団
報
告
書
』（
平
成
17
年
）。

　

平
成
16
年
10
月
20
日
、
台
風
23
号
は
四
国
・
近
畿
地
方
を
襲
っ
た
。
円
山
川
、
由

良
川
な
ど
が
氾
濫
し
た
。
神
戸
新
聞
但
馬
総
局
編
『
円
山
川
決
壊
─
台
風
23
号
記
録

と
検
証
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
・
平
成
17
年
）。
植
村
善
博
著
『
台
風
23
号
災
害

と
水
害
環
境
─
２
０
０
４
年
京
都
府
丹
後
地
方
の
事
例
』（
海
青
社
・
２
０
０
５
）。
中
島

明
子
著
『
バ
ス
水
没
事
故　

幸
せ
を
く
れ
た
10
時
間
』（
朝
日
新
聞
出
版
・
２
０
０
９
）。

　

平
成
18
年
７
月
15
～
19
日
、
長
野
県
岡
谷
市
に
大
雨
が
降
り
つ
づ
け
、
各
地
で
同

時
多
発
的
な
土
石
流
が
発
生
。
死
者
８
人
。
岡
谷
市
編
・
発
行
『
忘
れ
ま
じ
豪
雨
災

害
─
平
成
18
年
７
月
豪
雨
災
害
の
記
録
』（
２
０
０
９
）。
岡
谷
市
橋
原
区
編
・
発
行
『
災

害
の
無
い
郷
土
へ
…
平
成
18
年
７
月　

豪
雨
土
石
流
災
害
記
録
』（
平
成
20
年
）。

　

平
成
22
年
10
月
18
～
20
日
、
奄
美
大
島
の
奄
美
市
、
大
和
町
、
瀬
戸
内
町
付
近
に

時
間
雨
量
１
２
０
㎜
の
雨
が
降
っ
た
。
11
月
16
日
現
在
死
者
３
人
。
九
州
大
学
奄
美
大

島
豪
雨
災
害
調
査
団
編
・
発
行
『
平
成
22
年
10
月
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
地
区
豪
雨
災

害
調
査
報
告
書
』（
平
成
23
年
）。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
２
万
２
１
９
９
人
亡
く
な
る
。

　

平
成
23
年
９
月
、
台
風
12
号
は
奈
良
、
和
歌
山
、
三
重
に
お
け
る
紀
伊
半
島
に
記

録
的
な
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
。
熊
野
川
な
ど
が
氾
濫
し
、
那
智
川
で
は
大
規
模
な
土

石
流
が
発
生
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
98
人
。「
50
年
に
一
度
」
規
模
の
災
害
が
想

定
さ
れ
る
時
に
出
す
「
特
別
警
報
」
導
入
の
契
機
に
な
る
。
熊
野
新
聞
社
編
・
発
行

『
熊
野
地
域
を
襲
っ
た
台
風
12
号
災
害
記
録
』（
平
成
23
年
）。
和
歌
山
県
編
・
発
行
『
紀

伊
半
島
大
水
害
記
録
誌
』（
平
成
25
年
）。

　

平
成
24
年
７
月
３
～
４
日
、
11
～
14
日
、
梅
雨
前
線
豪
雨
が
九
州
北
部
地
域
を
襲
っ

た
。
筑
後
川
、
矢
部
川
、
山
国
川
、
遠
賀
川
、
白
川
な
ど
が
被
災
す
る
。
死
者
・
行

方
不
明
者
31
人
。
土
木
学
会
九
州
北
部
豪
雨
災
害
調
査
団
編
・
発
行
『
平
成
24
年
７

月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
調
査
団
報
告
書
』（
平
成
25
年
）。
福
岡
県
県
土
整
備
部
編
・
発
行

『
平
成
24
年
７
月
梅
雨
前
線
豪
雨
の
災
害
記
録
』（
平
成
26
年
）。
柳
川
市
編
・
発
行
『
平

成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
７
・
14
災
害
の
記
録
』（
平
成
25
年
）。
八
女
消
防
本
部

編
・
発
行
『
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
誌
』（
平
成
25
年
）。
う
き
は
市
編
・
発

行
『
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
記
録
誌
』（
平
成
26
年
）。

　

平
成
25
年
10
月
、
伊
豆
大
島
で
台
風
26
号
の
豪
雨
に
よ
り
土
石
流
が
発
生
、
43
人

が
亡
く
な
る
。

　

平
成
26
年
８
月
20
日
、
広
島
市
安
佐
南
区
な
ど
に
時
間
雨
量
１
０
０
㎜
の
豪
雨
に
よ

り
、
死
者
77
人
。
中
国
新
聞
社
編
・
発
行
『
２
０
１
４
・
８
・
20
広
島
土
砂
災
害
』（
平

成
26
年
）。

　

平
成
27
年
９
月
７
～
11
日
、
台
風
17
号
に
よ
る
影
響
で
鬼
怒
川
上
流
域
の
３
日
間
雨

量
が
５
０
１
㎜
と
い
う
豪
雨
に
。
鬼
怒
川
で
は
決
壊
１
カ
所
、
溢
水
７
カ
所
が
発
生
。

死
者
８
人
。
土
木
学
会
な
ど
に
よ
る
『
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
関

東
地
方
災
害
報
告
書
』（
平
成
28
年
）。

　

平
成
28
年
４
月
、
熊
本
地
震
２
７
３
人
亡
く
な
る
。

　

平
成
28
年
８
月
、
北
海
道
に
７
号
、
９
号
、
10
号
、
11
号
と
四
つ
の
台
風
が
連
続
し

て
上
陸
し
、
利
別
川
、
足
寄
川
、
常
呂
川
、
辺
別
川
な
ど
96
の
河
川
が
氾
濫
。
死
者
・

行
方
不
明
者
６
人
。
北
海
道
新
聞
社
編
・
発
行
『
連
続
台
風　

道
新
報
道　

記
録
と

防
災
』（
平
成
28
年
）。

　

平
成
29
年
７
月
５
日
、
線
状
降
水
帯
が
筑
後
川
右
岸
側
中
小
河
川
に
お
け
る
朝
倉

市
、
東
峰
村
、
日
田
市
を
襲
う
。
死
者
・
行
方
不
明
者
44
人
。
西
日
本
新
聞
社
編
・

発
行
『
平
成
29
年
７
月　

九
州
北
部
豪
雨
大
水
害
の
記
録
』（
平
成
29
年
）。
日
本
応
用
地

質
学
会
編
・
発
行
『
２
０
１
７
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
調
査
団
報
告
書
』（
平
成
30
年
）。

　

平
成
30
年
６
月
、
大
阪
北
部
地
震
６
人
亡
く
な
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
に
よ
り
女

の
子
死
亡
。

　

平
成
30
年
７
月
７
日
、
大
豪
雨
に
よ
っ
て
広
島
・
岡
山
、
岐
阜
、
愛
媛
、
京
都
な

ど
11
府
県
の
広
範
囲
に
災
害
を
も
た
ら
す
。
死
者
・
行
方
不
明
者
２
３
２
人
。
中
國
新

聞
社
編
・
発
行
『
西
日
本
豪
雨　

２
０
１
８
・
７
』（
平
成
30
年
）。
山
陽
新
聞
社
編
・
発

行
『
２
０
１
８ 

西
日
本
豪
雨　

岡
山
の
記
録
』（
平
成
30
年
）。

　

平
成
30
年
９
月
、
北
海
道
地
震
42
人
亡
く
な
る
。
ほ
ぼ
道
内
全
域
で
停
電
と
な
る
。

◇

　

平
成
時
代
の
水
害
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
雨
の
降
り
方
が
時
間
雨
量
１
０
０
㎜

を
超
え
る
こ
と
も
稀
で
な
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
都
市
化
が
進
み
、
傾
斜
地
で
も

宅
地
化
が
進
み
、
土
砂
災
害
な
ど
で
被
害
が
多
く
な
っ
た
。
山
本
晴
彦
著
『
平
成
の

風
水
害
』（
農
林
統
計
出
版
（
株
）・
２
０
１
４
）、
牛
山
素
行
著
『
豪
雨
の
災
害
情
報
学
』

（
古
今
書
院
・
平
成
24
年
）
は
と
も
に
平
成
の
災
害
を
分
析
す
る
。
持
ち
家
社
会
が
進
む

今
日
、
釜
井
俊
孝
著
『
宅
地
崩
壊
─
な
ぜ
都
市
で
土
砂
災
害
が
起
こ
る
の
か
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
新
書
・
２
０
１
９
）
は
、
宅
地
災
害
を
防
ぐ
に
は
河
川
学
者
と
地
形
学
者
と
の
コ
ラ

ボ
が
必
要
だ
と
指
摘
す
る
。

　

そ
の
水
害
減
災
対
応
策
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ

ト
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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６
．
災
害
伝
承

　

古
代
か
ら
全
国
的
に
災
害
は
起
こ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
地
域
に
は
必
ず
先
人
た
ち

が
災
害
に
関
す
る
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
災
害
は
繰
り
返
し
起
こ
る
こ
と
か
ら
水

害
碑
を
つ
く
り
、
そ
の
教
訓
を
後
世
に
遺
し
て
い
る
。

　

高
橋
和
雄
編
著
『
災
害
伝
承
─
命
を
守
る
地
域
の
知
恵
』（
古
今
書
院
・
２
０
１
４
）
で

は
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
過
去
に
発
生
し
た
津
波
の
災
害
伝
承
が
継

承
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
人
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
災
害
対
策
基
本
法
に

災
害
教
訓
の
継
承
が
明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
防
災
教
育
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。

こ
の
書
で
は
、
災
害
古
文
書
、
災
害
の
石
碑
、
災
害
遺
構
の
保
存
を
指
摘
す
る
。
避

難
す
る
と
こ
ろ
を
決
め
て
、
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、
個
人
で
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
逃

げ
る
が
一
番
で
あ
る
。

　

災
害
遺
蹟
を
整
理
し
た
書
、
砂
防
広
報
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
『
碑
文
が
語
る
土
砂

災
害
と
の
闘
い
の
歴
史
』（
平
成
10
年
）
に
は
、
昭
和
７
年
の
岐
阜
県
中
津
川
支
川
四
ツ

目
川
の
集
中
豪
雨
に
伴
う
「
四
津
目
川
上
流
砂
防
記
念
碑
」、
昭
和
13
年
の
阪
神
大
水

害
「
水
災
記
念
の
碑
」、
昭
和
20
年
の
枕
崎
台
風
に
伴
う
「
京
大
原
爆
災
害
調
査
班
遭

難
記
念
碑
」、
昭
和
33
年
狩
野
川
台
風
に
関
す
る
「
狩
野
川
台
風
復
興
記
念
碑
」、
昭

和
57
年
７
月
に
起
こ
っ
た
災
害
「
長
崎
大
水
害
碑
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

服
部
勇
次
著
・
発
行
『
伊
勢
湾
台
風
碑
を
訪
ね
て
32
基
』（
平
成
２
年
）
は
、
桑
名
市
小

貝
須
に
お
け
る
「
伊
勢
湾
台
風
不
忘
碑
」
の
碑
文
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
昭
和
34
年
９
月
26
日
夜
、
伊
勢
湾
台
風
は
、
大
き
な
つ
め
あ
と
を
当
地
方
に
残
し

て
去
っ
た
。
爾
来
既
に
３
年
、
寸
断
さ
れ
た
海
岸
及
び
河
川
堤
防
は
旧
に
倍
し
堅
牢

強
固
な
も
の
に
改
良
改
築
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
当
時
の
犠
牲
者
の
霊
に
対
し
心
か
ら

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
こ
の
未
曾
有
の
災
禍
を
永
く
市
民
の
心
に
銘
し
、
将

来
再
び
か
か
る
惨
禍
の
な
い
こ
と
を
念
じ
、
本
碑
を
建
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和

37
年
秋　

桑
名
市
長　

水
谷 

昇　

誌
」。

　

愛
媛
大
学
「
四
国
防
災
八
十
八
話
」
編
集
委
員
会
編
『
四
国
防
災
八
十
八
話
』（
四
国

地
方
整
備
局
・
平
成
20
年
）
は
、
防
災
に
関
す
る
先
人
た
ち
の
知
恵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

佐
賀
県
は
、
防
災
士
会
編
・
発
行
『
佐
賀
県
の
災
害
歴
史
遺
産
』（
平
成
27
年
）
で
は
、

文
政
11
年
の
シ
ー
ボ
ル
ト
台
風
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
宮
崎
県
土
木
部
編
・
発
行

『
宮
崎
県
に
お
け
る
災
害
文
化
の
伝
承
』（
平
成
18
年
）
が
あ
る
。

７
．
日
本
の
伝
統
的
な
治
水
方
法

　

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
河
川
は
急
峻
で
あ
り
、
気
象
的
に
は
梅
雨
期
と
台
風
期
は
特
に

大
雨
と
な
り
、
水
害
は
至
る
と
こ
ろ
で
起
こ
り
、
人
的
、
物
的
被
害
を
及
ぼ
し
て
き
た
。

河
川
を
治
め
る
方
法
は
、
時
間
的
、
空
間
的
、
地
域
的
に
い
か
に
水
を
制
御
す
る
か
に

か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
ハ
ー
ド
の
面
で
は
河
川
改
修
、
水
制
の
施
工
、
堤
防
の
強

化
、
捷
水
路
、
放
水
路
、
分
水
路
、
霞
堤
、
遊
水
地
、
砂
防
ダ
ム
、
ダ
ム
の
築
造
な
ど

が
と
ら
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
水
害
防
備
林
、
森
林
の
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

　

眞
田
秀
吉
著
『
日
本
水
制
工
論
』（
岩
波
書
店
・
１
９
３
２
）
で
は
、
わ
が
国
の
古
今
の

河
川
工
法
に
つ
い
て
、「
川
除
御
普
請
定
法
」、「
堤
堰
秘
書
」、「
治
水
圖
彙
」、「
堤
防

圖
彙
」、「
疏
導
要
書
」、「
地
方
凡
例
録
」
な
ど
か
ら
引
用
し
、
図
と
と
も
に
ま
と
め
て

い
る
。
芝
工
法
覆
、
石
積
工
、
籠
工
法
覆
、
捨
石
、
粗
朶
沈
床
工
、
蛇
籠
、
牛
枠
、

聖
牛
、
片
枠
、
粗
朶
沈
床
工
な
ど
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
工
法
に
お
け
る
単
位
当
材

料
労
力
表
を
附
す
。

　

日
本
蛇
籠
協
会
編
・
発
行
『
蛇
籠
の
知
識
』（
昭
和
38
年
）
に
は
、
今
か
ら
２
０
０
０

年
前
、
中
国
に
お
い
て
河
川
工
事
に
使
用
さ
れ
、
日
本
で
は
古
事
記
（
和
銅
５
年
）
に

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
蛇
籠
が
広
く
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
安
土
桃
山
時
代
以
降
で
、
武
田
信
玄
の
創
案
に
な
る
聖
牛
な

ど
の
重
し
籠
に
使
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
期
木
曾
川
大
洪
水
災
害
復
旧
工
事
に
竹
蛇
籠

が
大
々
的
に
使
用
さ
れ
た
。
蛇
籠
工
法
の
特
性
に
つ
い
て
、
工
法
、
材
料
の
取
得
、

作
業
方
法
が
簡
単
な
こ
と
、
し
な
や
か
で
あ
り
粗
度
係
数
が
大
き
い
こ
と
、
工
期
が

短
い
こ
と
、
経
済
的
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

金
子
一
郎
・
藤
田
力
著
『
粗
朶
沈
床
』（
日
本
河
川
協
会
・
平
成
８
年
）、
粗
朶
工
法
編

集
委
員
会
編
『
わ
か
り
や
す
い
粗
朶
工
法
の
施
工
事
例
集
』（
北
陸
建
設
弘
済
会
・
平
成
11

年
）
が
あ
る
。
粗
朶
沈
床
は
河
川
の
護
岸
、
水
制
の
根
固
工
と
し
て
、
明
治
初
期
、
オ

ラ
ン
ダ
人
技
術
者
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
伝
統
的
工
法
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

法
が
主
に
な
っ
て
き
た
が
、
河
川
に
お
け
る
生
態
系
保
全
の
観
点
か
ら
、
多
自
然
型

工
法
の
開
発
・
普
及
が
進
め
ら
れ
、
自
然
石
や
竹
木
な
ど
の
天
然
の
材
料
を
活
か
す

工
法
が
見
直
さ
れ
て
き
た
。

　

伝
統
的
な
河
川
工
法
に
つ
い
て
、
富
野
章
著
『
日
本
の
伝
統
的
河
川
工
法
』（
信
山
社

サ
イ
テ
ッ
ク
・
２
０
０
２
）
に
は
、
霞
堤
、
雁
堤
な
ど
の
堤
防
、
遊
水
地
・
轡く

つ
わ塘

、
輪
中
、

水
屋
、
水
害
防
備
林
を
は
じ
め
両
岸
の
決
壊
防
止
に
植
栽
し
た
笹
や
竹
藪
、
柳
も
含

ま
れ
る
。
ま
た
、
河
川
伝
統
工
法
研
究
会
編
『
河
川
伝
統
工
法
』（（
株
）
地
域
開
発
研
究

所
・
１
９
９
５
）
に
よ
る
と
、「
も
と
も
と
河
川
伝
統
工
法
が
行
な
わ
れ
て
き
た
時
代
の

治
水
の
考
え
方
は
『
減
勢
治
水
』
で
あ
り
、
洪
水
を
完
全
に
防
禦
す
る
の
で
な
く
、

そ
の
勢
い
を
弱
め
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
」
と
あ
る
。

　

輪
中
に
つ
い
て
、
安
藤
萬
壽
男
著
『
輪
中
─
そ
の
形
成
と
推
移
』（
大
明
堂
・
昭
和
63

年
）、
松
尾
國
松
著
『
濃
尾
に
於
け
る
輪
中
の
史
的
研
究
』（
大
衆
書
房
・
平
成
５
年
）、
伊

藤
安
男
編
・
著
『
変
容
す
る
輪
中
』（
古
今
書
院
・
１
９
９
６
）。
水
屋
・
水
塚
に
つ
い
て
、

志
木
ま
る
ご
と
博
物
館
河
童
の
つ
づ
ら
編
『
水
塚
の
文
化
誌
』
は
、
志
木
市
・
宗
岡

荒
川
下
流
域
の
水
塚
の
調
査
で
あ
る
。
水
害
防
備
林
に
つ
い
て
、
上
田
弘
一
郎
著

『
水
害
防
備
林
』（
産
業
図
書
（
株
）・
昭
和
30
年
）、
土
木
研
究
所
編
・
発
行
『
水
害
防
備

林
調
査
』（
昭
和
62
年
）
が
あ
る
。

８
．
堤
防
の
強
化

　

前
述
の
よ
う
に
、
明
治
か
ら
平
成
ま
で
水
災
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、
ほ
と

ん
ど
の
河
川
で
は
、
豪
雨
に
よ
る
堤
防
の
決
壊
で
、
多
く
の
人
命
と
財
産
が
喪
失
し
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て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
宮
金
次
郎
は
、
天
明
７
年
（
１
７
８
７
）
酒
匂
川
下
流
域
の
小
田
原
の
生
ま
れ
で
、

少
年
時
代
に
酒
匂
川
の
水
害
に
遭
遇
し
一
家
の
田
畑
を
失
っ
た
。
病
父
に
代
わ
っ
て

堤
防
工
事
に
出
て
い
る
が
子
ど
も
の
た
め
に
力
仕
事
は
で
き
ず
、
作
業
人
の
草
履
を

夜
な
べ
し
て
つ
く
っ
た
。
12
歳
の
と
き
、
松
苗
を
売
っ
て
い
る
商
人
か
ら
残
っ
て
い

る
苗
を
買
い
、
松
苗
を
植
え
、
堤
防
に
来
て
は
蛇
籠
を
つ
く
っ
た
。
金
次
郎
は
堤
防

の
強
化
が
重
要
だ
と
、
認
識
し
て
い
た
。

　

吉
川
勝
秀
編
著
『
河
川
堤
防
学
─
新
し
い
河
川
工
学
』（
技
報
堂
出
版
・
２
０
０
８
）
で

は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
歴
史
的
変
遷
を
経
て
形
成
さ
れ
た
流
路
に
沿
っ
て
築
か
れ
た

河
川
堤
防
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

①
河
川
は
そ
の
位
置
を
人
為
的
に
自
由
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
②
連
続
す

る
堤
防
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
形
条
件
、
地
盤
条
件
の
と
こ
ろ
を
通
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
こ
の
た
め
多
様
な
基
礎
地
盤
の
条
件
下
に
あ
る
。
③
河
川
堤
防
の
基
盤
は

川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
堆
積
さ
れ
た
土
砂
で
形
成
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
複
雑
な

構
造
と
な
っ
て
い
る
。
④
河
川
堤
防
は
、
過
去
幾
度
に
も
わ
た
っ
て
嵩
上
げ
や
腹
付

け
が
繰
り
返
さ
れ
て
で
き
た
歴
史
的
構
造
物
で
あ
り
、
堤
体
に
は
多
様
な
材
料
が
使

わ
れ
て
い
る
。
⑤
降
雨
や
河
川
水
に
外
力
は
、
自
然
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
為
的
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
。

　

堤
防
の
決
壊
の
原
因
に
つ
い
て
、
①
越
水
、
②
堤
防
一
般
部
の
浸
透
、
③
構
造
物

周
り
の
浸
透
（
漏
水
）、
④
洗せ

ん
く
つ掘

を
挙
げ
る
。
抜
本
的
に
は
水
が
堤
防
を
越
え
る
こ
と

が
な
い
堤
防
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
不
可

能
で
あ
る
。
遊
水
地
、
霞
堤
を
設
け
、
上
下
流
で
相
対
的
に
水
害
被
害
が
小
さ
な
区

間
を
氾
濫
さ
せ
る
選
択
を
と
る
。
連
続
堤
防
で
は
越
流
堤
防
を
部
分
的
に
設
け
る
。

　

昭
和
10
年
の
小
貝
川
左
岸
高
須
で
の
越
水
に
よ
る
堤
防
決
壊
、
昭
和
61
年
の
小
貝

川
左
岸
明
野
町
赤
浜
で
の
越
水
に
よ
る
堤
防
決
壊
に
対
し
て
論
じ
る
。
堤
防
決
壊
と

な
る
浸
透
、
構
造
物
周
り
（
樋
管
な
ど
）
決
壊
、
洗
掘
の
原
因
と
堤
防
の
設
計
・
補
強

論
─
横
断
構
造
物
と
し
て
の
堤
防
論
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
越
水
な
ど
に
よ
る
こ
れ

ら
の
堤
防
決
壊
回
避
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
吉
川
勝
秀
著
『
新
河
川
堤

防
学
』（
技
報
堂
出
版
・
２
０
１
１
年
）
は
、
河
川
堤
防
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
管
理
の
実
際

を
考
察
す
る
。

　

中
島
秀
雄
著
『
図
説　

河
川
堤
防
』（
技
報
堂
出
版
・
２
０
０
３
）、
山
本
晃
一
著
『
河

川
堤
防
の
技
術
史
』（
技
報
堂
出
版
・
２
０
１
７
）
が
あ
る
。

９
．
放
水
路
の
建
設

　

前
述
の
よ
う
に
、
台
風
な
ど
に
よ
り
水
害
を
も
た
ら
し
た
河
川
で
は
、
洪
水
の
一

部
を
ほ
か
の
河
道
を
通
じ
て
、
水
を
分
け
る
放
水
路
（
分
水
路
・
捷し

ょ
う
す
い
ろ

水
路
）
の
建
設
が
進

め
ら
れ
た
。
そ
の
建
設
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
追
っ
て
み
る
。

　

岩
屋
隆
夫
著
『
日
本
の
放
水
路
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
２
０
０
４
）
は
、
全
国
の
放
水

路
、
石
狩
川
、
荒
川
、
狩
野
川
、
豊
川
、
太
田
川
な
ど
の
放
水
路
に
つ
い
て
現
地
を

踏
査
し
、
そ
れ
を
丹
念
に
分
析
し
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

山
口
甲
・
品
川
守
・
関
博
之
著
『
捷
水
路
』（
北
海
道
河
川
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
・
１
９
９

６
）
は
、
石
狩
川
放
水
路
を
は
じ
め
と
し
て
、
豊
平
川
、
夕
張
川
、
幾
春
別
川
、
美
唄

川
、
雨
竜
川
の
捷
水
路
開
削
工
事
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
効
果
と
し
て
河
道
の
安

定
、
河
川
水
位
の
低
下
に
よ
り
氾
濫
が
抑
制
さ
れ
た
。

　

荒
川
放
水
路
は
、
明
治
以
来
東
京
の
洪
水
を
防
止
す
る
た
め
に
、
岩
淵
水
門
地
点

に
お
け
る
４
１
７
０
㎥
／
ｓ
を
隅
田
川
に
８
３
０
㎥
／
ｓ
と
荒
川
放
水
路
へ
３
３
４
０

㎥
／
ｓ
に
流
す
た
め
に
掘
削
さ
れ
た
。
明
治
44
年
に
着
手
し
昭
和
５
年
に
完
成
し
た
。

荒
川
下
流
河
川
事
務
所
編
・
発
行
『
荒
川
放
水
路
変
遷
誌
』（
２
０
１
１
）。

　

狩
野
川
放
水
路
は
、
狩
野
川
の
水
害
を
防
ぐ
た
め
に
昭
和
23
年
に
着
手
し
た
。
昭

和
33
年
９
月
、
狩
野
川
台
風
の
大
被
害
を
受
け
、
河
口
か
ら
18
㎞
地
点
に
放
水
路
計

画
が
見
直
さ
れ
、
昭
和
40
年
７
月
に
完
成
し
た
。
最
大
２
０
０
０
㎥
／
ｓ
を
江
浦
湾
へ

流
下
さ
せ
る
。
狩
野
川
に
は
治
水
・
利
水
ダ
ム
が
築
造
さ
れ
て
い
な
い
。
放
水
路
は

水
害
抑
制
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

昭
和
49
年
７
月
７
～
８
日
の
七
夕
豪
雨
を
契
機
と
し
て
、
大
谷
川
放
水
路
、
麻あ

さ
は
た

機
多

目
的
遊
水
地
が
築
造
さ
れ
た
。
大
谷
川
と
巴
川
と
を
結
び
、
巴
川
上
流
部
の
流
水
を

支
流
の
後
久
川
流
路
を
使
っ
て
大
谷
川
へ
分
流
し
て
駿
河
湾
に
流
出
さ
せ
る
。
静
岡
・

清
水
平
野
の
水
害
減
災
対
策
で
あ
る
。
静
岡
編
総
合
管
理
公
社
編
『
記
念
誌
「
大
谷

川
放
水
路
」』（
巴
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
・
平
成
11
年
）。

　

ほ
か
に
、
国
土
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
三
沢
川
分
水

路
工
事
誌
』（
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
・
昭
和
60
年
）、
神
奈
川
県
・
横
浜
市
編
・
発
行
『
帷

子
川
分
水
路
建
設
工
事
記
念
誌
』（
平
成
９
年
）、
信
濃
川
下
流
工
事
事
務
所
編
・
発
行

『
関
屋
分
水
路
事
業
誌
』（
昭
和
60
年
）、
大
河
津
分
水
の
小
説
田
村
喜
子
著
『
物
語 

分
水

路
』（
鹿
島
出
版
会
・
１
９
９
０
）、
豊
橋
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
豊
川
放
水
路
工
事
誌

（
上
・
下
巻
）』（
昭
和
42
年
）、
琵
琶
湖
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
野
洲
川
放
水
路
工
事
誌
』

（
昭
和
60
年
）、
野
洲
川
放
水
路
の
小
説
田
村
喜
子
著
『
野
洲
川
物
語
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出

版
・
２
０
０
４
）
な
ど
が
あ
る
。

　

水
災
の
減
災
に
は
、
当
然
ハ
ー
ド
対
策
も
必
要
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
ソ
フ
ト

対
策
も
ま
た
大
切
で
あ
る
。

10
．
ソ
フ
ト
対
策
に
よ
る
減
災
対
応

（
１
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、「
災
害
予
測
地
図
」（
防
災
地
図
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
マ
ッ
プ

は
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
多
数
の
自
治
体
で
作
成
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
実
際
に
神
戸
や
淡
路
島
の
真
下
に
は
活
断
層
が
走
っ
て
い
た
。
そ

れ
は
一
般
的
に
は
知
ら
さ
れ
て
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

鈴
木
康
弘
編
『
防
災
・
減
災
に
つ
な
げ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
か
し
方
』（
岩
波
書

店
・
２
０
１
５
）
は
、
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
津
波
、
水
害
、
土
砂
災
害
、
火
山
、

活
断
層
と
地
震
、
液
状
化
に
か
か
わ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
図



水の文化 62号　特集「再考 防災文化」 32

は
、
地
域
の
人
々
と
一
緒
に
現
地
を
踏
査
し
て
作
成
し
、
危
険
箇
所
を
知ち

 
し
つ悉

し
、
防

災
教
育
に
取
り
組
み
こ
と
も
必
要
だ
と
指
摘
す
る
。
日
本
河
川
協
会
編
・
発
行
『
全

国
の
浸
水
実
績
図
（
Ｉ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
巻
）』（
平
成
３
年
）、
福
島
県
土
木
部
編
・
発
行
『
浸
水

実
績
図
』（
平
成
３
年
）。

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
「
災
害
発
生
前
の
猶
予
時
間
（
前
兆
段
階
）
を
利
用
し
て
事
前
に

防
災
行
動
を
行
な
い
、
人
的
被
害
の
防
止
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ

る
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
に
必
要
な
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
。

　

①
対
象
と
す
る
災
害
種
別
（
河
川
の
氾
濫
な
ど
）
の
設
定
、
②
対
象
災
害
の
具
体
的
な

検
討
シ
ナ
リ
オ
の
設
定
、
③
対
象
災
害
に
よ
る
影
響
（
リ
ス
ク
）
の
洗
い
出
し
、
④
検

討
の
場
に
参
画
す
る
主
体
（
機
関
や
部
署
な
ど
）
の
整
理
、
⑤
影
響
や
被
害
を
防
止
・
軽

減
す
る
た
め
の
行
動
の
抽
出
、
⑥
行
動
の
実
施
手
順
実
施
タ
イ
ミ
ン
グ
の
検
討
、
⑦

行
動
の
実
施
主
体
や
連
携
体
制
の
合
意
形
成
を
行
な
う
。

　

松
尾
一
郎
・
Ｃ
ｅ
Ｍ
Ｉ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
研
究
会
編
著
『
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
─
日
本
の
防

災
対
策
が
変
わ
る
』（
日
刊
建
設
工
業
新
聞
社
・
２
０
１
６
）
に
は
、
三
重
県
紀
宝
町
が
全

国
初
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
。
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
関
西
電
力
（
株
）、
電

源
開
発
（
株
）、
国
土
交
通
省
、
津
地
方
気
象
台
、
三
重
県
が
入
っ
て
い
る
。
災
害
が

多
く
発
生
す
る
今
日
、
家
族
に
お
い
て
も
、
災
害
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）
公
助
・
共
助
・
自
助
そ
し
て
近
助

　

山
村
武
彦
著
『
近
助
の
精
神
』（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
・
平
成
24
年
）
に
よ
れ
ば
、
災

害
対
応
に
対
し
、
公
助
・
共
助
・
自
助
の
精
神
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
原
点
は
、

米
沢
藩
の
上
杉
鷹
山
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
鷹
山
は
、
藩
財
政
の
逼
迫
対
策
と
し
て

次
の
こ
と
を
実
施
し
た
。
①
自
助
・
自
ら
を
助
け
る
と
し
て
、
武
士
と
い
え
ど
も
農

林
作
業
と
し
て
漆
や
楮こ

う
ぞ、

桑
、
紅
花
の
栽
培
を
奨
励
す
る
。
②
互
助
・
近
隣
社
会
が

互
い
に
助
け
合
う
と
し
て
、
武
士
た
ち
数
名
が
、
古
い
橋
の
修
理
を
行
な
っ
た
。
③

扶
助
・
藩
政
府
が
手
を
貸
し
て
、
天
明
の
大
飢
饉
の
と
き
は
、
藩
士
、
領
民
区
別
な

く
、
米
３
合
を
支
給
し
、
粥
と
し
て
食
べ
さ
せ
、
酒
田
、
越
後
か
ら
米
の
買
い
入
れ

を
実
施
し
、
米
沢
藩
は
一
人
の
餓
死
者
も
出
な
か
っ
た
。

　

三
助
に
加
え
て
近
助
の
精
神
を
強
調
す
る
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
唐
桑
町
小
鯖
地
区

の
防
災
隣
組
の
防
災
実
施
の
取
り
組
み
を
挙
げ
て
い
る
。
標
高
20
ｍ
以
上
に
避
難
場
所

12
カ
所
設
置
、
避
難
路
を
示
し
た
小
鯖
地
区
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
避
難
所
経
路
、

避
難
場
所
の
看
板
設
置
、
小
鯖
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
、
避
難
場
所
ま
で
の
避

難
訓
練
、
災
害
時
安
否
確
認
の
た
め
の
家
族
カ
ー
ド
の
作
成
、
毎
年
避
難
場
所
ま
で

の
避
難
訓
練
、
夜
間
避
難
訓
練
。
２
０
１
１
年
の
地
震
前
の
時
点
ま
で
実
践
的
な
防
災

対
策
が
実
施
さ
れ
、
地
震
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
こ
の
訓
練
が
大
き
な
効
果
を
も
た

ら
し
た
。

　

三
好
亜
矢
子
・
菅
原
康
雄
著
『
減
災
の
処
方
箋
』（
新
評
論
・
２
０
１
５
）
で
は
、
宮
城

県
仙
台
市
東
部
の
郊
外
に
あ
る
福
住
町
の
１
５
０
０
名
の
住
民
た
ち
の
減
災
方
法
、
住

民
の
助
け
合
い
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
福
住
町
は
、
近
く
の
梅
田
川
、
七
北
田
川
か

ら
の
水
害
に
遭
遇
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
う
た

め
の
名
簿
作
成
、
住
民
が
災
害
の
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
心
得
と
役
割
を
明
確
化
、
災

害
時
の
組
織
編
制
と
役
員
担
当
人
員
の
役
割
お
よ
び
連
絡
網
を
組
織
化
し
て
い
る
。

全
員
参
加
型
の
防
火
・
防
災
訓
練
実
施
、
仙
台
市
内
外
の
町
内
会
と
災
害
時
相
互
協

力
協
定
の
締
結
、
そ
し
て
日
常
を
通
じ
て
の
さ
り
げ
な
い
見
守
り
活
動
を
し
て
い
る
。

近
助
の
精
神
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
災
害
支
援
者
支
援
、
災
害
の
法
律

　

緊
急
に
災
害
現
場
に
駆
け
つ
け
、
一
刻
も
早
く
被
害
者
の
救
助
活
動
を
さ
れ
る
の

が
、
警
察
官
、
消
防
士
、
救
急
救
命
士
、
自
衛
官
、
海
上
保
安
庁
職
員
、
医
療
職
、

行
政
職
、
教
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
で
あ
る
。
活
動
場
は
、
不
衛
生
で
あ

り
、
日
夜
の
活
動
で
あ
り
、
食
事
も
ま
た
不
規
則
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
支
援
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か
も
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
高
橋
晶
編
著
『
災
害
支
援
者
支
援
』（
日
本
評
論
社
・
２
０
１
８
）
で
は
、
支
援

者
支
援
学
の
確
立
、
極
度
の
ス
ト
レ
ス
下
で
起
こ
り
得
る
反
応
、
救
援
活
動
前
の
準

備
、
救
援
活
動
中
の
ケ
ア
、
救
援
活
動
後
の
ケ
ア
、
災
害
支
援
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
、
災
害
支
援
者
家
族
の
支
援
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
関
連
す
る
法
律
問
題
に
つ
い
て
、
日
本
弁
護
士
連

合
会
災
害
復
興
支
援
委
員
会
編
著
『
弁
護
士
の
た
め
の
水
害
・
土
砂
災
害
対
策
Ｑ
Ａ
』

（
第
一
法
規
・
平
成
27
年
）
は
、
災
害
現
場
に
お
け
る
住
民
か
ら
の
不
動
産
や
公
的
支
援

制
度
、
保
険
な
ど
の
相
談
、
そ
し
て
土
砂
の
撤
去
な
ど
の
応
急
措
置
、
羅
災
証
明
・

義
援
金
・
生
活
支
援
な
ど
に
つ
い
て
答
え
る
。

11
．
お
わ
り
に

　

以
上
、
わ
が
国
に
お
け
る
水
害
に
つ
い
て
、
明
治
期
か
ら
平
成
期
ま
で
、
ど
の
よ

う
な
災
害
が
起
こ
っ
て
き
た
か
を
災
害
誌
の
文
献
を
通
じ
、
そ
し
て
そ
の
対
応
策
も

見
て
き
た
。

　

い
つ
の
時
代
で
も
、
集
中
豪
雨
、
台
風
、
地
震
な
ど
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
、
山
崩

れ
に
よ
っ
て
、
人
的
、
物
的
被
害
を
被
っ
て
き
た
。
特
に
平
成
期
で
は
地
震
が
続
き
、

ま
た
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
い
え
る
集
中
豪
雨
（
線
状
降
水
帯
）
に
よ
り
時
間
雨
量
が

１
０
０
㎜
を
超
え
る
場
所
が
多
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
都
市
化
が
進
み
、
斜
面
地
や
脆

弱
地
に
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
災
害
地
が
増
大
し
た
。

　

減
災
を
図
る
に
は
、
行
政
的
に
も
、
学
際
的
に
も
、
地
域
的
に
も
、
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
も
含
め
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い

時
代
だ
。

　

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
片
田
敏
孝
著

『
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
抜
く
力
」
を
─
釜
石
の
事
例
に
学
ぶ
津
波
防
災
教
育
』（
フ
レ
ー

ベ
ル
館
・
２
０
１
２
）
も
ま
た
、
減
災
を
考
え
る
た
め
の
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。




